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１．はじめに  

国産衛星搭載の合成開口レーダ (SAR)は、

1992 年に打ち上げられた JERS-1 衛星 SAR

センサと 2006 年打ち上げの ALOS 衛星の

PALSAR センサの二つがある。両方ともＬ

バンドで波長約２３ｃｍと欧米諸国の衛星

搭載 SAR よりも波長が長く、植生を透過し

て地表付近を観測しやすい特長がある。

PALSAR のほうはフルポラリメトリ観測モ

ードを有している。通常は HH 偏波のみか

HH と VH の組み合わせ、あるいは VV、VH

で観測していることが多い。L バンドのた

め、水面の抽出に有利であるが、洪水前後

の後方散乱係数の低減により洪水域を推定

する手法が従来から一般的である。  

モルフォロジー解析手法はフランスの鉱

物学者により、岩石標本の顕微鏡画像の分

類手法として発達し、これを SAR 画像や植

生画像の分類手法に応用したのは、 Iisaka

らや Soille である。Yamada はこの手法を

JERS-1/SAR 画像の洪水域推定手法に応用

した。この手法を用いると洪水時の１回の

データ取得で迅速に洪水域推定ができるメ

リットがある。  

 ALOS 衛星は次期衛星として災害観測衛

星の打ち上げ計画が進んでおり、JERS-1 衛

星で開発した洪水域手法を ALOS衛星でも  
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適用可能かどうか検証することは今後、衛

星 SAR データから迅速に洪水域抽出を行

えるようにするために必要である。  
  表１ ALOS 衛星の諸元  

  Table.1 Specifications of ALOS satellite 

打ち上げ日時 2006 年 1 月 24 日 10:33 

回帰日数 46 日  

センサ AVNIR-2  4バンド高性能可視近赤外放

射計、分解能 10m、観測幅 70km 

    PRISM パンクロマチック立体視セン

サ、分解能 2.5m、観測幅 70km 

    PALSAR フェーズドアレイ方式Ｌバ

ンド合成開口レーダ、アンテナサイズ

3.1m*8.9m、高分解能モードで HH ま

たは VV 偏波の場合、分解能 7 から

44m、観測幅 40 から 70km、オフナデ

ィア角 34.3 度、HH+HV か VV+VH の

場合、分解能 14 から 88m、広観測域

モードで分解能 100m、観測幅 250km

から 350km、多偏波モードで分解能

24 から 89m、観測幅 20 から 65km、

オフナディア角 21.5 度  

（以上 JAXAおよび RESTECの公表資料による） 

２．モルフォロジー解析手法について  
 Mathematical Morphology(数理形態学)
はもともと岩石標本の薄片画像をテクスチ

ャで分類するために開発された非線形フィ

ルタリング手法である。（高木・下田）  
比較的簡単なアルゴリズムで解析できるた

め、計算機の負担が少なく、衛星画像デー

タのように大容量の画像データ解析に適し



た手法である。基本的には 2 値画像を対象
としているため、SAR の単バンド画像から、
構造化要素により図形の分解を行うことが

できる。したがって、区画形状の整備され

た水田とその畦畔を抽出することもできる。 
水田は湛水状態であっても畦畔部分や耕作

道は水面上にあってレーダのコーナリフレ

クタ効果により後方散乱が多くなる。水面

でのレーダの後方散乱は少ないため、容易

に区別つく。水田地帯が洪水になると畦畔

部分も水面下になると思われるので、水田

の通常湛水面と洪水水面の識別をモルフォ

ロジー手法で取り出せれば、洪水時の 1 回
の衛星観測により、水田地帯での洪水域を

抽出することができる。JERS-1/SAR で開
発された手法が ALOS/PALSAR データで
適用可能かどうかタイ中央平原北部の洪水

に適用してみた。  
３．解析例  
 2006 年の 5 月にタイ中央平原北部で豪
雨による洪水が起きた。水田地帯で雨季に

入ったばかりでイネはまだ小さく、水面が

目 立 つ 状 態 だ っ た と 推 定 さ れ る 。

ALOS/PALSAR 高分解能データが 2006 年
5 月 25 日と 27 日に取得されている。  
図１の上半分のデータを使用して JAXA 

 
 
 
 
 
 
 
図１ 2006 年 5 月 25 日データ取得の PALSAR デ

ータ (左図 )とモルフォロジー手法で抽出した洪水

推定域 (右図：白色 ) 

Figure 1. PALSAR image in Northern Central Plain 

ofThailand on May25, 2006 (left) and mathematical 

morphology operated image (right: white color) 

 

が推定洪水域を公表しており、図 1 でモル
フォロジー解析手法の計算で求めた洪水域

(白色 )と良く一致している。計算時間もレ
ベル 1.5 のデータ解析に数分しかかかって
いない。この地域の洪水域を SAR の 1 回
のデータ取得で解析し、迅速に解析結果を

公表すれば減災につながる技術になると思

われる。  

 
図２ JAXA の公表している洪水推定域（太線内） 

Figure 2.   the upper stream PALSAR image of the 

flood areas (inside bold lines) reported by JAXA 
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